
横芝光町 議会だより

12

【
新
設
児
童
ク
ラ
ブ
】

Ｑ
森
川
議
員

新
設
さ
れ
た
白
浜
小
学
校

児
童
ク
ラ
ブ
と
、
横
芝
小

学
校
第
２
児
童
ク
ラ
ブ
の

入
所
状
況
は
。

Ａ
健
康
こ
ど
も
課

二
つ
の
施
設
と
も
定
員
数

が
40
名
で
す
が
、
ほ
ぼ
１

０
０
％
の
充
足
数
で
す
。

【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
】

Ｑ
森
川
議
員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

発
行
数
は
。

Ａ
住
民
課

申
請
者
に
つ
い
て
は
8
月

末
現
在
２
，
０
０
２
人
で

す
。
そ
の
内
１
，
６
０
７

名
分
が
す
で
に
交
付
済
で

す
。
町
民
全
体
の
カ
ー
ド

作
成
率
は
６
．
５
５
％
と

極
め
て
低
い
数
字
で
す
。

【
保
育
所
通
園
バ
ス
】

Ｑ
庄
内
議
員

町
立
保
育
園
通
園
バ
ス
運

営
補
助
事
業
で
す
が
、
園

児
数
に
よ
っ
て
補
助
金
額

が
違
う
の
か
。

Ａ
健
康
こ
ど
も
課

各
保
育
所
の
バ
ス
を
利
用

す
る
園
児
数
に
よ
っ
て
、

若
干
の
補
助
額
の
差
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
度
に
通
園
バ
ス
を
利
用

し
た
園
児
数
は
、
大
総
保

育
所
で
は
延
べ
７
名
、
横

芝
保
育
所
10
名
、
上
堺
保

育
所
７
名
と
な
っ
て
い
ま

す
。
１
名
の
費
用
負
担
額

に
つ
い
て
は
、
１
ケ
月
で

２
，
１
０
０
円
、
２
人
利

用
の
場
合
、
２
人
目
は
１
，

０
５
０
円
い
た
だ
い
て
お

り
、
そ
の
費
用
負
担
と
補

助
金
で
１
年
間
の
バ
ス
運

営
を
賄
っ
て
お
り
ま
す
。

【
東
陽
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
】

Ｑ
山
﨑
義
貞
議
員

東
陽
病
院
で
の
機
能
回
復

を
図
る
、
現
在
の
リ
ハ
ビ

リ
状
況
は
。

Ａ
東
陽
病
院

現
在
、
理
学
療
法
士
が
３

名
お
り
ま
す
。
実
情
で
は
、

こ
の
理
学
療
法
士
が
行
う

リ
ハ
ビ
リ
患
者
数
は
減
っ

て
き
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
後
は
、
一
般
病

床
の
一
部
を
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
に
変
え
る
計
画
が

あ
り
、
こ
れ
は
退
院
支
援

を
行
う
在
宅
復
帰
支
援
の

た
め
の
病
床
で
あ
る
た
め
、

理
学
療
法
士
の
リ
ハ
ビ
リ

が
必
須
と
な
り
ま
す
の
で
、

患
者
も
増
え
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

町
事
業
の
あ
れ
こ
れ

徹
底
検
証

平
成
27
年
度 

決
算
調
査

　

平
成
27
年
度
決
算
調
査
は
、
各
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
９
月
９
日
と
12
日
の
２
日
間
で
開
催
し
、
様
々
な

角
度
か
ら
の
貴
重
な
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

【
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業
】

Ｑ
八
角
議
員

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
事
業

の
橋
梁
点
検
に
つ
い
て
は
、

何
箇
所
実
施
し
た
か
。
ま

た
、
実
施
箇
所
は
ど
こ
か
。

Ａ
都
市
建
設
課

幹
線
道
路
主
体
で
１
０
橋

実
施
し
、
場
所
に
つ
い
て

は
大
総
新
道
橋
、
長
倉
跨

道
橋
、
坂
田
跨
道
橋
、
栗

山
川
ふ
れ
あ
い
橋
、
新
中

島
橋
、
に
ち
な
ん
橋
、
１

３
２
橋
（
北
清
水
地
先
）、

南
川
岸
橋
、
２
０
０
１
橋

（
宮
川
地
先
）、
２
０
０
５

橋
（
谷
中
地
先
）
で
あ
り

ま
す
。

【
防
音
工
事
補
助
】

Ｑ
八
角
議
員

防
音
工
事
補
助
が
４
件
あ

る
が
、
地
区
と
１
件
あ
た

り
の
補
助
金
額
を
教
え
て

ほ
し
い
。

Ａ
企
画
財
政
課

補
助
金
の
枠
は
、
世
帯
の

構
成
員
に
よ
っ
て
１
８
０

民
生
文
教
常
任
委
員
会

総
務
経
済
常
任
委
員
会

万
円
か
ら
３
５
０
万
円
で

上
限
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

対
象
に
な
り
ま
し
た
の

は
、
準
谷
間
地
域
の
４
件

で
、谷
台
、木
戸
台
、小
堤
、

長
倉
で
、
約
２
１
５
万
円
、

約
１
６
０
万
円
、
約
１
７

７
万
円
、
約
３
０
０
万
円

で
す
。

【
平
成
27
年
度
決
算
カ
ー

ド
】Ｑ

山
﨑
貞
一
議
員

平
成
27
年
度
決
算
カ
ー
ド

の
区
分
の
や
り
繰
り
状
況

に
つ
い
て
、
説
明
を
求
め

ま
す
。

Ａ
企
画
財
政
課

平
成
27
年
度
は
財
政
調
整

基
金
か
ら
の
取
り
崩
し
が

多
く
、
実
質
単
年
度
収
支

が
１
億
５
千
８
百
万
円
の

赤
字
と
な
り
単
年
度
収
支

で
は
賄
え
な
い
状
況
で
し

た
。
歳
入
歳
出
と
も
過
去

最
高
と
な
り
、
そ
の
要
因

は
両
総
土
地
改
良
区
の
負

担
金
８
億
５
千
万
円
の
返
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済
等
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

【
当
初
予
算
90
億
円
】

Ｑ
山
﨑
貞
一
議
員

当
初
予
算
90
億
円
は
、
将

来
的
な
比
率
目
標
に
替
え

る
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、

ご
見
解
は
。

Ａ
企
画
財
政
課

県
は
、
来
年
度
の
予
算
編

成
を
10
％
削
減
と
の
こ
と

で
す
。
当
町
で
は
、
90
億

円
に
抑
え
た
枠
の
中
で
、

予
算
編
成
を
す
る
こ
と
も

大
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
防
火
水
槽
撤
去
】

Ｑ
野
村
議
員

防
火
水
槽
撤
去
に
つ
い
て
、

説
明
願
い
た
い
。

Ａ
環
境
防
災
課

母
子
地
区
の
防
火
水
槽
20

㎥
２
基
の
撤
去
で
、
設
置

場
所
が
民
地
で
あ
り
、
所

有
者
か
ら
の
要
望
に
よ
る

も
の
で
す
。

Ｑ
野
村
議
員

撤
去
に
伴
う
代
替
え
は

Ａ
環
境
防
災
課

撤
去
に
あ
た
り
、地
元
区
・

消
防
団
の
了
解
を
得
て
消

防
署
と
協
議
し
、
消
防
水

利
基
準
に
基
づ
き
調
べ
た

と
こ
ろ
、
近
く
に
消
火
栓

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
基
準

を
満
た
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
野
村
議
員

民
地
に
設
置
さ
れ
た
防
火

水
槽
を
撤
去
し
た
い
場
合
、

環
境
防
災
課
へ
相
談
す
れ

ば
い
い
か
。

Ａ
環
境
防
災
課

環
境
防
災
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
租
税
教
室
】

Ｑ
川
島
富
士
子
議
員

平
成
27
年
度
の
租
税
教
室

の
回
数
、
納
付
相
談
件
数
、

罹
災
証
明
の
件
数
は
。

Ａ
税
務
課

租
税
教
室
は
、
町
内
小
学

校
を
対
象
に
各
１
回
の

７
回
、
中
学
校
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
実
施

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
納
税

相
談
件
数
は
、
１
日
平
均

10
件
、
昨
年
11
月
か
ら
平

日
相
談
に
来
れ
な
い
方
の

た
め
に
第
２
・
第
４
日
曜

日
の
午
前
中
に
納
税
相
談

を
実
施
し
て
お
り
、
５
～

10
件
あ
り
ま
す
の
で
、
月

に
２
５
０
～
３
０
０
件
は

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
罹

災
証
明
は
、
暴
風
雨
な
ど

の
影
響
で
５
件
発
行
し
て

お
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
】

Ｑ
齋
藤
順
一
議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

状
況
と
、
昨
年
度
の
差
押

え
の
件
数
、
金
額
は
。

Ａ
税
務
課

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、

昨
年
度
は
１
３
件
実
施
し
、

８
件
落
札
さ
れ
、
７
、
６

０
０
円
で
し
た
。
債
権
回

収
対
策
室
と
収
税
班
を
合

わ
せ
た
差
押
え
件
数
は
、

２
３
６
件
、
差
押
え
金
額

が
２
、
４
７
５
万
円
、
充

当
額
が
１
、
０
６
１
万
円

で
す
。

※
齋
藤
議
員

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
は
、

少
額
で
も
有
効
と
思
わ
れ

る
の
で
、
件
数
増
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

相
手
の
顔
が
見
え
る
部
署

で
の
未
納
者
対
応
は
、
ご

苦
労
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
税

の
公
平
感
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
更
な
る
努
力
を
お

願
い
し
た
い
。

【
人
事
評
価
制
度
】

Ｑ
鈴
木
和
彦
議
員

町
職
員
の
人
事
評
価
制
度

の
研
修
内
容
に
つ
い
て
、

及
び
研
修
負
担
金
に
つ
い

て
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
委
託
に
つ
い
て

は
、
外
部
に
委
託
し
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
対
象
者

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

Ａ
総
務
課

人
事
評
価
に
つ
い
て
は
、

平
成
23
年
度
以
来
評
価
の

対
象
者
と
な
る
職
員
を
拡

大
し
、
現
在
は
全
職
員
が

対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

評
価
内
容
は
、
業
績
評
価

と
能
力
評
価
で
、
新
規
職

員
な
ど
を
対
象
に
制
度
の

趣
旨
を
理
解
す
る
た
め
修

得
研
修
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
よ
り
課
長
職

を
中
心
に
、
給
与
へ
の
反

映
を
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
研
修
で
す
が
、

通
年
の
研
修
内
容
で
５
２

０
名
の
参
加
で
す
。
年
代

的
に
も
初
任
者
の
研
修
か

ら
管
理
職
の
研
修
ま
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
幅
広

く
参
加
さ
せ
る
と
い
う
手

法
で
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
法
制
執
務
研
修
な
ど

は
、
町
で
も
行
っ
て
い
ま

す
。

【
町
税
徴
収
実
績
】

Ｑ
宮
薗
議
員

町
税
徴
収
実
績
に
つ
い
て
、

前
年
度
と
比
較
し
て
徴
収

率
が
向
上
し
て
い
る
こ
と

は
良
い
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
税
額
の
低
い
軽
自
動

車
税
の
徴
収
率
が
低
い
こ

と
に
つ
い
て
は
気
に
な
り

ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

税
の
公
平
負
担
の
確
保
を

図
る
の
で
あ
れ
ば
、
徴
収

率
１
０
０
％
が
大
原
則
で

す
の
で
、
今
後
も
鋭
意
努

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Ａ
税
務
課

今
後
も
、
税
の
公
平
確
保

と
い
う
大
原
則
の
基
づ
き
、

鋭
意
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

【
不
法
投
棄
監
視
委
員
】

Ｑ
秋
鹿
幹
夫
議
員

不
法
投
棄
監
視
委
員
の
監

視
場
所
を
基
準
で
定
め
て

は
い
か
が
か
。
基
準
が
無

い
の
で
、
目
の
行
き
届
か
な

い
場
所
に
不
法
投
棄
さ
れ
て

い
る
現
状
が
あ
る
。

Ａ
環
境
防
災
課

個
々
の
都
合
が
あ
る
が
、
効

率
の
良
い
や
り
方
を
検
討
し

ま
す
。
ま
た
、
住
民
か
ら
の

通
報
箇
所
は
監
視
委
員
に
巡

回
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

【
町
道
の
草
刈
】

Ｑ
秋
鹿
幹
夫
議
員

町
道
の
草
刈
発
注
の
際
の
刈

巾
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

直
ぐ
に
看
板
や
防
犯
灯
が
草

で
埋
も
れ
て
し
ま
う
。
ま
た

道
路
維
持
に
つ
い
て
、
非
常

に
傷
み
や
す
い
場
所
が
あ
る

の
で
解
決
方
法
は
な
い
か
。

Ａ
都
市
建
設
課

刈
巾
に
つ
い
て
は
、
舗
装
片

か
ら
50
㎝
で
発
注
し
て
い
ま

す
。
道
路
維
持
に
つ
い
て
は
、

方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
補
修

を
続
け
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。


